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公共施設
全般

＜目指すべき姿＞
施設総量をスリム化しながら、施設でのサービスが充実したと市民が実感でき
るよいうな施設の適正化を目指す
Ⅰ　時代のニーズに対応した新たな付加価値を提供
Ⅱ　選択と集中、実施主体の最適化によりサービスレベルが向上
Ⅲ　新たなアイデアの創造で、より多くの市民が利用

総量の
15%
削減

市民セン
ター
（支所）

市民センター（支所）
・行政上の手続き事務
・各種証明の発行
・貨室

●施設の規模については、所管部局におけるあり方の検討結果を踏まえ、適正
化のための方策を検討する。 3.8%削減

生涯学習 生涯学習施設 公民館

●公民館については、地域内のその他施設の貸室機能を含め、最適化を検討す
る。
●事業運営や施設維持において、民間活用も含めたコスト縮減を検討する。

施設 その他生涯学習施設
※文化センター、生涯学習セン
ター等

●ニーズや利用状況に応じて、近隣施設との集約化や複合化を検討する。
●事業運営や施設の維持において、民活手法も含めたコスト縮減を検討する。

ｺﾐｭﾆﾃｨ コミュニティ施設 コミュニティセンター

施設 その他コミュニティ施設

集会所・自治会館

文化施設

文化施設
※市民会館、市民文化会館、仰木
太鼓会館、長等創作展示館、伝統
芸能会館、スカイプラザ浜大津

・サークル等の活動の場の提供
・イベント等に多目的に利用できる場の
提供
・音楽や演劇等の鑑賞の場の提供
・貸室

●さらなる民活手法などを導入し、サービス向上とコスト縮減の両立を検討す
る
●更新時における周辺施設との集約化や一体的な事業実施におけるＰＰＰ/ＰＦ
Ｉ（公民連携）などな新たな事業手法を検討する。

スポーツ スポーツ施設 体育館・格技場
施設 体育館・プール

プール
運動競技場など競技施設
その他スポーツ施設

公園施設

公園施設
※びわ湖大津館、ヴュルツブルク
ハウス、一里山公園緑のふれあい
センター

※商業、会議、情報発信など、施設ごと
に異なる

●さらなる民活手法などを導入し、サービス向上とコスト縮減の両立を検討す
る。

学校 小学校

中学校

学校 幼稚園 ・幼児教育

●適正な教育環境の維持・向上を図るため、市立幼稚園・保育園のあり方検討
会での意見を踏まえて決定する大津市の方針に基づき、施設の適正化について
検討を進める。
●民間活用などの手法を最大限利用し、最新の保育ニーズに対応した、新たな
付加価値機能の導入について検討する。

21.6％
削減

その他学校教育施設
※給食調理場、相談センター等

・その他教育支援サービス
●ニーズに対応したサービスの提供と施設維持、事業運営にかかるコスト縮減
とを両立していくため、民間活用の手法も含め、最適な主体による最適な運営
とサービス提供方法を検討する。

図書館 図書館 ・図書館資料の収集及び提供

●ニーズや利用状況に応じて、近隣施設の集約化や複合化を検討する。
●事業運営や施設の維持において、民活手法も含めたコスト縮減を検討する。

博物館 博物館 博物館※歴史博物館、埋蔵文化
財調査センター

●ニーズや利用状況に応じて、近隣施設の集約化や複合化を検討する。
●事業運営や施設の維持において、民活手法も含めたコスト縮減を検討する。

その他教育施設
※比良げんき村、科学館等

●ニーズに対応したサービスの提供と施設維持、事業運営にかかるコスト縮減
とを両立していくため、民間活用の手法も含め、最適な主体による最適な運営
とサービス提供方法を検討する。

児童福祉 保育園 保育所

●適正な教育環境の維持・向上を図るため、市立幼稚園・保育園のあり方検討
会での意見を踏まえて決定する大津市の方針に基づき、施設の適正化について
検討を進める。
●民間活用などの手法を最大限利用し、最新の保育ニーズに対応した、新たな
付加価値機能の導入について検討する。

施設 児童クラブ ・放課後の子どもの居場所づくり

児童館 ・子どもの遊び場づくり

その他児童福祉施設
※子育て総合支援センター、つど
いの広場等

高齢者
福祉施設

高齢者福祉サービス施設
※デイサービス

・高齢者の介護

老人福祉集会所 ・高齢者の生活支援

老人憩の家

その他高齢者福祉施設

障害者
福祉施設

障害者福祉施設 ・障害者の生活支援

その他福祉施設
※ふれあいプラザ

医療施設 医療施設 病院・医療施設 ・医療サービスの提供

その他医療施設
※看護師寮、看護専門学校

保健施設 保健施設 保健所
総合保健センター
すこやか相談所
その他保健施設
※動物愛護センター

・動物愛護

環境施設 環境施設 ごみ処理施設等

し尿処理施設

その他環境施設　※環境学
習情報室、伊香立環境交流館

庁舎 庁舎 本庁舎 ・各行政執務

●本庁舎については、本館・別館の耐震性や設備などの課題から、庁舎整備の
方向性を見出す検討を進めている。なお、庁舎整備の方向性を踏まえ、実施に
向けて整備を進めていく。

消防施設 消防施設 消防署
●白書に定めた想定耐用年数を維持するため、効果的な施設保全を検討する。

消防分団詰所
●更新時期に合わせて、地域拠点となる施設への集約化を検討する。

市営住宅 市営住宅 市営住宅

集会所

葬儀施設 葬儀施設 火葬場
●民間活用の更なる拡大による事業運営、維持管理コストの縮減を検討する。

葬祭場
●民活手法等の拡大によるコスト縮減を検討する。

観光施設 観光施設 観光案内所

観光施設

歴史的観光施設

勤労者
施設

勤労者施設

・趣味や教養などの学習機会の提供
・サークル等の活動の場の提供
・健康増進のためのスポーツの場の提供
・貸室

●周辺の他施設と一体的に集約化を検討する。

産業振興
施設

産業振興施設
※まちなか交流館、旧大津公会堂
商業施設、公設地方卸売市場等

・商業等による集客
・公設市場

●民活用法等の更なる拡大により、サービスの維持・向上とコスト縮減の両立
を検討する。

農業施設 農業施設
農業施設
※手づくり工房比良の里、育苗セ
ンター

※育苗、農産品加工販売など施設ごとに
異なる

●将来にわたる収益と維持管理コストを踏まえ、運営主体の最適化と利用者
（団体）への移譲・売却などを検討する。

その他 その他
※旧大津公会堂、明日都浜大津等

・低所得者世帯向けの住宅提供

●数値目標を達成するための効果的な計画を早期に検討し、2期以降の取り組
み実施に向け具体的な対策を講じていく。
●更新する施設については、規模や場所を考慮して大規模化、高層化を図ると
ともに民間施設の活用やＰＰＰ/ＰＦＩ等の新たな民活手法を積極的に活用す
る。

33.3%
削減

財政的に厳しくなる中、30年後の未来では公共サービ
スはどのようになっていたらよいと思いますか？

・趣味や教養などの学習機会の提供
・サークル等の活動の場の提供
・イベント等に多目的に利用できる場
　の提供
・音楽や演劇等の鑑賞の場の提供
・貸室

・地域活動の場の提供

●当初の設置目的を達成した施設や役割を終えた施設、利用者（団体）が固定
している施設については、地元や利用団体への移譲、周辺施設との機能再編、
民間移譲、廃止などの検討を進める。

・健康増進のためのスポーツの場の提供
・競技目的のスポーツの場の提供
・イベント等に多目的に利用できる場の
提供

●地域で利用されている体育館やプールについては、周辺の学校施設の有効利
用を含めた再編の可能性を検討する。
●単独施設として継続する場合や、国体の競技会場として整備が必要な場合
は、民活手法なども含め、施設の維持管理コストを縮減していくための必要な
対策を検討する。

・学校教育（義務教育）
・健康増進のためのスポーツの場の提供

分類 対象施設 主な機能、サービス
適正化計画の考え方

（市の考え）
写真

●収益事業を行う施設については、早期に民間移譲や民間活用等によるコスト
縮減方策などを検討する。
●高齢者のコミュニティ施設については、利用者（団体）が固定化しているな
どの状況に応じて、地域への移譲や近隣大規模施設への集約化、管理手法の見
直しによる維持管理コストの縮減などを検討する。

●白書に定めた想定耐用年数を維持するため、施設の目的に応じて効果的な施
設保全を進めるとともに事業運営や施設維持に係るコストの縮減も含め、多機
能化・集約化・複合化による施設の統廃合など効率的な運用を検討する。

　　　　　　　　公共サービスのあり方検討シート

25.5%
削減

●適正な教育環境の維持、向上、新たな交通手段などを踏まえ、最適な教育規
模の検討と市全体として規模の適正化への取り組みについて検討を進める。
●災害時の拠点、地域のスポーツ振興なども含めた施設検討とともに、将来コ
スト縮減のための維持運営の検討を進める。

・火葬／葬祭の施行

・来訪者への観光情報の発信
・来訪者への観光体験の提供
・歴史、教育展示

●民活用法等の更なる拡大により、サービスの維持・向上とコスト縮減の両立
を検討する。

・廃棄物の処理
●将来の需要予測などに基づき、し尿処理、ごみ処理の各分野における中長期
的な計画に沿った修繕・更新を検討する。
●PPP/PFI等の新たな事業手法を積極的に検討する。

・消防、救急搬送

●市民病院（附属施設も含む）については、現在のあり方の検討にあわせ効果
的な対策を検討する。
●市民病院以外の施設については、最適な主体による運営を検討するととも
に、民間ノウハウを最大限に活用したコスト縮減方策についても検討を行う。

・市民の健康増進

●サービス圏域を踏まえた拠点的な施設への集約化を検討する。

・高齢者の健康増進・コミュニティの場
の提供

・文化財等の展示・公開
・文化財等の保存、修復

●児童クラブについては、学校施設又は近隣大規模施設の余裕空間を最大限有
効利用した事業運営を進める。特に学校施設の大規模改修や更新時期に合わせ
集約化する。また、新たな需要に対しては、コスト縮減の観点を踏まえ、民活
手法も含め最適な方策を検討する。
●児童クラブ以外の児童福祉施設については、早期に利用状況・将来コストを
踏まえ、近隣大規模施設等への集約化や民間移譲、廃止を含めて検討する。

適正化計画
における面
積目標


